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修園式が終わりました 
 

 本日、1 年間の締めくくりであります修園式を実

施しました。コロナが 5類に移行した本年度は、イ

ンフルエンザを始めとする各種の感染症の大流行

で大変、心配していましたが、本日、無事に迎える

ことができました。これもひとえに、保護者の皆様

のご協力とご支援があったからだと思っています。

ありがとうございました。 

 園長室だより“こもれび”は、今回が最終号とな

りました。長い間のご愛読、誠にありがとうござい

ました。4 年前の令和 2 年 4 月 1 日に赴任し、4 年

間お世話になりました。最初の 3年はコロナ禍、そ

して、本年度は前述したようなインフルエンザ等の

感染症大流行の中での勤務でした。この間、私自身

も抗がん剤治療を受けながら勤務していた時期も

ありましたが、教職員や保護者会三役（当時の）の

皆様の温かな支えや、何よりも子ども達の屈託のな

い笑顔が元気の拠り所となり、乗り切ることができ

ました。感謝の気持ちでいっぱいです。今後は、後

方より応援し続けていきたいと思っています。 
 

筑女大生と一緒に たんぽぽ 
  

 たんぽぽクラス（月、木コ 

ース）は、筑女大の岡山先生 

と学生が考えた花屋さんで活 

動しました。折り紙で作られ 

た 12枚のコインで、花を買って、買っ 

て、それを紙皿に貼って花束 

を作るという活動でした。 

 コイン 1枚で 1つの花を買 

えるという設定でしたが、中 

には、コインを 4～5 枚出して、爆買いする子もい

ました。学生さんと言葉のやりとりをしながら楽し

く活動していました。入園が楽しみです。 

小学校へのアプローチ 
  

 年長は、警固小 

学校を見学しました。 

校長先生の話で、話 

の聞き方がとっても 

上手だと褒めていた 

だきました。その後、 

校舎内を見学しました。1年生の教室では、1年

生が学校紹介と元気な歌声を披露してくれま

した。みんなの 1年後の姿を想像しながら聞い

ていました。子ども達も楽しかったようで、幼

稚園と小学校との壁を低くする取組に繋がっ

たと思います。雨の中、しっかりサポートいた

だいた保護者の皆様方、本当にありがとうござ

いました。明日の卒園式が幼稚園生活の最後に

なります。みんなの素晴らしい姿を瞼に焼き付

けておきたいと思っています。 
 

焼き物“皿”を作りました 
  

年少は泥団子作り 

に続き、親子で焼き 

物“皿”作りに挑戦 

しました。先日、焼 

き物が完成し、自宅 

に持ち帰っていまし 

た。世界に一つしか 

ないオリジナルの“皿”が、年少の良い記念と

なりました。年少の皆さんは、4月当初と比べ、 

大きく成長しました。大きな荷物を持って歩く

姿も力強くなってきました。また、声が出なか

った朝の挨拶も少しづつ声がでるようになっ

てきました。更に、自分の力で出来ることが増

えてきました。これなら年中になっても大丈夫

です。4月からの生活が楽しみです。 

 

大繩とびにチャレンジの年中 1，2，3,4…教師が回す大繩にリズムやタイミングを

合わせて跳び続けています（実は、大繩を回す教師の方が大変なんですよ）。自己のチャレンジ目標

を決めて、挑戦する姿に逞しさを感じます。これなら、年長になっても、色んなことにチャレンジ

していく姿が容易に想像でき、大いに期待できます。 


